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足利市基本構想(第８次足利市総合計画)原案に係るパブリック・コメント結果 

 

１ 実施結果概要 

 (1) 実 施 期 間  令和３(2021)年６月２８日(月)～７月２１日(水) 

 (2) 意見提出者数   ２人 

 (3) 意  見  数  １３件 

 

２ 項目別意見数 

部 章 項目 件数 

全  体  

第１部 
第１章 総合計画の策定にあたって  

第２章 社会環境の変化と今後の課題  

第２部 

第１章 まちづくりの基本理念  

第２章 想定人口 1 

第３章 将来都市像  

第４章 次の 100 年を見据えたまちづくりの考え方  

第５章 土地利用の方針  

第６章 

施策の方向性  

  １ 教育・文化 1 

  ２ 産業・観光 3 

  ３ 健康・福祉 1 

  ４ 都市基盤 3 

  ５ 環境・安全 2 

  ６ 都市経営 2 

その他の意見  

合  計 13 

 

 

３ パブリック・コメントにより修正した項目 

 

  なし 
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４ いただいたご意見の概要とそれに対する市の考え方 

 

No. ご意見の概要 市の考え方 

P9 第２章 想定人口  １ 人口推計（社人研推計） 

1  0～4 歳人口は劇的に減少し続け

ており、単純に棒グラフを延長する

と、2100 年には足利市の新生児がゼ

ロになり、2200 年には足利市民が絶

滅してしまう。 

 一方で世界全体でもアジア全体

でも人口は増加し続けている。仮に

いますぐ革命的な方法で市内の出

生率がＶ字回復したとしても、生産

年齢人口に寄与し始めるのは 15 年

後である。いますぐに、そして、将

来も生産年齢人口を確保するため

には、外国人労働者を呼び込み、さ

らには、定着させることに真剣に取

り組むほかない。 

 このような具体的方策は、今後の

基本計画、実施計画で議論されるべ

きものかもしれないが、基本構想で

「外国人労働者の呼び込み、定着」

を明確に表明しなくては、今後も真

剣に議論されることはないと思う。 

 本構想に記載のとおり、国立社会

保障・人口問題研究所の推計では、

本市の人口は、年少人口、生産年齢

人口が減少を続け、非常に厳しい状

況になると認識しています。 

 ご意見の外国人労働者の受け入

れは、人口確保の一つの方法である

と考えます。しかしながら、労働環

境の整備や地域での共生など、課題

は多くあります。 

 本構想に基づく基本計画におい

ては、外国人も視野に入れ、人口減

少に対応した子育て施策や移住施

策などを検討していきます。 

P15 第６章 施策の方向性  １ 教育・文化 

2  デジタル化が進む中で、高齢者の

「デジタル難民」問題、或いは社会

問題化されている「老害、オレオレ

詐欺」問題等の対策においては、第

一に後期高齢者になる前の前期高

齢者に自身が学ぶ教育(学習)の場

 本構想において「史跡足利学校の

あるまちとして、生涯にわたって学

べる環境の整備」に取り組むことを

明記しており、年齢に応じた学びの

機会の提供に努めています。 

 また、デジタル化による情報格差



- 3 - 

 

が必要と考えます。行政側が取り扱

う高齢者の医療や介護と同等に、高

齢者の教育も取り扱って欲しい。 

解消に向けた取組については、本構

想に基づく、基本計画の中で検討し

ます。 

P16 第６章 施策の方向性  ２ 産業・観光 

3  休遊農地等は借入れて、手間がか

からない果樹(ブルーベリーやオリ

ーブ等)を、例えばシルバー人材の

協力で植えて、市民に開放して欲し

い。 

 遊休農地については、土地所有者

の申出により、市の農地情報提供サ

イト「農地情報バンク」等を介して、

売買や貸借を促すなど、有効活用に

努めています。 

 ご意見は、今後の施策の参考とい

たします。 

4  新たな足利ブランドの農産品の

開発にチャレンジして欲しい(例え

ば、雑穀類)。 

 本構想において「農畜産物のブラ

ンド力向上」に取り組むことを明記

しており、現在もＪＡ足利において

「あしかが美人」として７品目の農

産物をブランド化しています。 

 ご意見は、今後の施策の参考とい

たします。 

5  アッシー君及びその運転手は足

利市の「大切な顔」の一つと考えま

す。運転手にはもっと積極的に乗

客、特に高齢者への手助け(乗・降、

荷物載せ・降し等)或いは、コンシェ

ルジュの様な役割をして頂いて最

前線で足利市の好感度を上げて欲

しい。 

 観光振興において、まち全体でお

もてなしの心を醸成する視点は非

常に重要であり、各種研修会や講演

会を実施しているところです。 

 ご意見は、今後の施策の参考とい

たします。 

P17 第６章 施策の方向性  ３ 健康・福祉 

6  高齢者の運転免許返納問題、運転

免許は公道を走る言わば許可証、そ

して許可されるのは運転技術では

なく年齢(18 歳)、であるならば禁止

になるのも技術(自主返納)ではな

 高齢ドライバーに関連する道路

交通法の改正により、75 歳以上の認

知機能検査が義務付けられていま

す。また、安全運転サポート車の補

助金制度が創設されるなど、国にお
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く年齢でも良いのでは？高齢者の

操作ミスによる交通事故の増加を

鑑みて、例えば前記の様な公的な対

策が必要なのではないでしょう

か？(地方自治体では無理かもしれ

ませんが)禁止年齢が明確になり、

教育の場があれば、行政側も車が無

い生活へのシフト指導もし易いの

ではないでしょうか。 

ける対策が進んでいます。 

 本市においては、高齢者が運転免

許を返納しても、地域で安心して暮

らせる環境づくりに取り組みます。 

P18 第６章 施策の方向性  ４ 都市基盤 

7  ドーナツ現象で旧中心地(通り、

ＪＲ駅前)に老朽化した空き家が増

えて空洞化が目立ちます。中には

「倒壊の恐れを感じる空き家」や、

市街地から少し離れますが「ごみ屋

敷化した空き家」もあります。足利

市空き家等の安全な管理に関する

条例の「応急措置」を早めに実施し

て欲しい。「応急処置」は「危険の回

避」だけが対象ではなく、「美観を著

しく損なう場合」にも適応して欲し

い。特定空家については早めに行政

代執行で対応して欲しい。 

 危険な空き家については、調査・

指導を行うとともに、解体費の補助

など、解消に努めています。 

 また、危険な空き家になる前の適

切な管理の啓発や空き家・空き地バ

ンクの運用など、空き家を有効活用

する取組も行っています。 

 ご意見は、今後の施策の参考とい

たします。 

8  空き家の跡地には植樹をして旧

中心地区の森林化＆公園化を進め

て欲しい。 

 利用計画がない空地は、更地にし

ておくのではなくて植樹をして緑

化をする様に取り決め(減税等を含

む)を作って欲しい。 

 民間の空き地については、民間で

の売買を促すことが重要と考えま

す。現在も、空き家・空き地バンク

などにより、有効活用を図っていま

す。 

 ご意見は、今後の施策の参考とい

たします。 

9  足利市には、綺麗な庭をお持ちの

お宅や里山が多い。鑁阿寺、足利学

 本市では、みどりと文化・スポー

ツ財団において「緑・花いっぱいコ
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校等だけではなくて個人の庭や里

山をもっと積極的に行政で宣伝

(SNS 等)して足利市のイメージア

ップをして欲しい。 

ンテスト」を実施し、個人の庭の花

や緑などを表彰し、ＰＲを行ってい

ます。 

 ご意見は、今後の施策の参考とい

たします。 

P19 第６章 施策の方向性  ５ 環境・安全 

10  大型スーパーの駐車場に屋根を

付けてカーポート化し、その屋根に

ソーラーパネルを設置してメガソ

ーラー施設を作り、脱炭素都市を目

指して欲しい。（駐車場に屋根を付

ける事はスーパー利用者、特に高齢

者にとっては大きなメリットだと

思います）。 

 条例で規定されている様に街中

の景観を壊すようなソーラーパネル

は絶対に設置許可しないで欲しい。 

 本構想において「太陽光発電など

の再生可能エネルギーの普及・促

進」を明記しており、再生可能エネ

ルギーを普及・促進すると同時に、

自然環境や景観との調和のための

規制を行っています。 

 ご意見は、今後の施策の参考とい

たします。 

11  集合住宅向けのベランダ用小型

ソーラーシステムのリースについ

て、その事業の立上げ及び、金銭的

補助をして欲しい。 

 生活に使う電気の一部を賄う集

合住宅のベランダに設置する小型 

ソーラーシステム(ソーラーパネ

ル、コントローラー、バッテリー、 

コンバーター)をリースする事業を

民間と連携して、立ち上げて欲し

い。下がった電気代よりリース料が

同等或いは低く(出来れば低く)設

定出来れば導入も進むのでは無い

かと思います。そして、その金銭的

補助をして欲しい。 

同上 
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P20 第６章 施策の方向性  ６ 都市経営 

12  足利学校、大学、神社、お寺、緑

化を合わせて「足利・学びの街・杜

の街」のイメージを作って欲しい。 

 「素通り禁止」のキャッチフレー

ズは、出来れば止めて欲しい。足利

市がどんな所なのかのイメージが

伝わり辛い。また、「禁止」の文字(言

葉)が上から目線(強制的)過ぎて、

足利市の穏やかな印象とは違和感

があります。 

 本市をＰＲするキャッチコピー

及びロゴマークについては、「素通

り禁止！足利」から、市制 100 周年

を機に新たに次の段階へ進むプロ

ジェクトにシフトしています。 

 ご意見は、今後の施策の参考とい

たします。 

13  なるべく箱物は造らないで欲し

い。造る場合、コンクリートはなる

べく使わずに足利産木材を使用し

て欲しい。 

 本構想において「公共施設等総合

管理計画及び再編計画などに基づ

き、適正配置を図る」ことを明記し

ており、公共施設の総量の適正化と

真に必要な施設の整備を進めてい

ます。 

 ご意見は、今後の施策の参考とい

たします。 

 


